
【成果概要】2-7 気候変動による湿地環境への影響調査

• 新潟市等から既往調査等の資料、データを収集し、地形、
地質のモデル化を行って水循環モデルを構築し、地下水位
等について概ね観測値と計算値が一致することを確認した。

• 解析結果から佐潟の水収支を整理し、流出量の方が多い
ことがわかった。

• 既往調査結果から水生植物の変遷を把握し、特にハスが
2011年に激減しているなど、年によって分布面積の変化が
大きいことが分かった。
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調査結果の概要

平成30年度の成果

• モデル検証のための実測データの不足（近年の地下水位、

流量等）

• 佐潟における植生群落の変遷の変化要因

• 構築した水循環モデルを用いた将来の地下水や水温の予
測、および水質変化傾向の検討

• 水温、水質、水位の予測結果から、水生植物に関連する環
境要因の将来の変化傾向を把握し、水生植物の消長を定
性的に推定

• 影響に対する対応（適応策）の検討

明らかとなった課題

平成31年度の調査計画

佐潟の年間水収支

ヒシ群落とハス群落の分布面積の推移
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